
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学校４年生のはるとさんは、最近、ゲームに夢中です。ある日のこと、はるとさんは、

学校から帰ると、ランドセルを玄関に放り投げて、すぐにゲームを始めました。 

お母さんは、「はるとさん、先に宿題や明日の準備をしなさい。」と声をかけましたが、

はるとさんはゲームに夢中で返事をしません。何回声をかけても、返事をしないでゲーム

をやり続けるはるとさんに、お母さんはイライラして、「いい加減にしなさい！」と怒鳴っ

て、はるとさんの頬を叩いてしまいました。 

はるとさんは、お母さんの顔をじっと見つめました。はるとさんの目から、涙がこぼれ

落ちました。 

こんなことありませんか？ 

児童虐待 

「ついイライラ・・・これって、親失格？」   

ワークシート１ 

ワーク１ あなたが、はるとさんのお母さんだったら、この後どうしますか？ 
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 子育てでうまくいかないのは当たり前のこと。それが原因で

イライラして、怒りが爆発してしまうことだってあるよ。そのせい

で、子育てに自信をなくしてしまうこともある。でも、それは、誰

にだってあること。音楽を聴いたり、誰かに相談したりして、イラ

イラを解消する方法を見つけようね。一人で抱え込まないよう

にすることが大事だよ。 

ワーク２ 

                 

                 

                 

子育てでイライラしたときの解消法を、考えてみましょう。 

ワークシート２ 

◇他の方の意見をメモしましょう◇ 

 

 

 

いいね！ 

 

 

 

いいね！ 
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今日気が付いたこと、わが家でもやってみようと思ったことは何でしたか？ 

 

 

 

今日からぜひやってみてくださいね。お疲れ様でした。 

 



 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

月 日 ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ 

曜 日 日 月 火 水 木 金 土 

実践できまし

たか？ 

       

今日の 

ニコニコ指数 ☺☺☺ ☺☺☺ ☺☺☺ ☺☺☺ ☺☺☺ ☺☺☺ ☺☺☺ 

子どもの 

様子 

       

 

 

 

 

 

 

 

資料１ 

感 想 

 

爆発寸前のイライラをクールダウン！ 

「深呼吸しましょう」 

「６つ数を数えましょう」 

「窓を開けて風に当たりましょう」 

その他、自分なりの方法で！ 
子どもを健やかに育むために～愛の鞭ゼロ作戦～ 厚生労働省 

わたしのクールダウン 

イライラからニコニコへ 子育てイライラ解消法 

「クールダウン大作戦！」 
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実践カード 



 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料２ 

 

 子どもを健やかに育むための５つのポイント 

子育てにおいて、しつけと称して、叩いたり怒鳴ったりすることは、子どもの成長の助けにならないば

かりか、悪影響を及ぼしてしまう可能性があります。以下のポイントを心がけながら、子どもに向き合い

ましょう。 
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出典：子どもを健やかに育むために ～愛の鞭ゼロ作戦～（厚生労働省 http://sukoyaka21.jp/ainomuchizero） 



 

  

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料３ 
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学校や市町村教育委員

会へ相談することもでき

ます。 
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出典：児童虐待への対応のポイント ～見守り・気づき・つなぐために～ 

(文部科学省 https://www.mext.go.jp/a_menu/shougai/katei/1420751.htm） 



 

  

 

 

 

 

 

時 間 進 め 方 留 意 点 
 
１０分 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３０分 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２０分 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

「みなさん、こんにちは。本日は参加いただきありがとうご
ざいます。今日は『児童虐待』について考えましょう。」 

 
 

「最初にみなさんで簡単なゲームを楽しみましょう。で
は、やり方を説明します。」 
◆バースデーチェーン（誕生日の早い順に並ぶ） 
◆ルールはひとつ（絶対話さない） 
◆並び終えたら、順に名前と誕生日を言う。 
 

 
「では、これから活動に入りますが、その中でみなさんに
守ってほしい約束が３つあります。」 
◆3つの約束を確認する。 
 

 
「まず、ワークシートをご覧ください。」 
◆「こんなことありませんか？」を読む。 
 
＜ワーク１＞ 
「あなたがはるとさんのお母さんだったら、この後どうし
ますか。」 
◆ワークシートに考えをメモし、交流する。 
・その場はそのまま離れ、落ち着いてから、話す。 
・叩いてごめんね。お母さんははるとが心配だったんだ
よ。 
・ゲームの約束を決めよう。 
 
＜ワーク 2＞ 
「子育てでイライラしたとき、どうしていますか。」 
◆ワークシートに考えをメモし、交流する。 
・その場から離れてクールダウン。 
・音楽を聴く。 
・お母さんはあなたがいつも元気に過ごせるよう応援
していると、思いを伝える。 

 
 

「今日の話し合いを聞いて、よいと思ったこと、やってみ
ようと思ったことは何ですか。」 
◆ワークシートに考えをメモし、交流する。 
・クールダウンする。 
・応援メッセージを伝える。 
「いろいろな意見の中には、今日からいかせそうなヒント
がありました。私は◯◯さんの△△という意見がなるほ
どと思いました。話し合うことで気持ちが軽くなった方
もいらっしゃるでしょう。これからも積極的にこうした機
会を活用してください。実践カードを使って家庭でもチ
ャレンジしてみましょう。」 

 
◇笑顔で親しみやすい言動を心がける。 
 
 
 
 
 
 
◇「７ アイスブレイク④」参照。 
 
 
 
◇「３ 3つの約束」参照。 
◇家庭内の話題も出るため、信頼関係が大切であ
ることを理解してもらう。 

 
 
◇「5進行役について(1)子育てサロン型」参照。 
 
 
 
 
 
 
◇ワークシートにメモする時間がなければ、そのま
ま交流に入ってもよい。 
◇参加者が話しやすくなるよう、進行役が最初に
困っていることや悩んでいることを話すとよい。 

 
 
 
◇時間配分を考え、全員に話す機会を与える。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◇代表で１～２人に話してもらう 
◇時間があれば、資料２・３を配布し、読む。 
 
◇進行役が参加者と同じ目線で「こんなヒントをも
らった」という話ができるとよい。 

 
 
◇資料１を配り、各家庭での実践を促す。 

振り返り 

ワークショップ 

３つの約束の確認 

アイスブレイク 

はじめのことば 

小道具として「お茶」やちょっとした「お菓

子」があると、やわらかい 

雰囲気を演出し、話も弾みや 

すくなる。 

 

 

 

 

 

○ 体罰や暴言は、子どもの成長の助けにならないばかりか、悪影響を及ぼしてしまう可能性があること

を理解し、前向きに子育てに向き合うために大切なことを話し合いましょう。 

ねらい 

進行案 
No.10 児童虐待 

 


